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～ Ｎ Ｐ Ｏ 活 動 の 支 援 拠 点 ～～ Ｎ Ｐ Ｏ 活 動 の 支 援 拠 点 ～～～ ＮＮ ＰＰ ＯＯ 活活 動動 のの 支支 援援 拠拠 点点 ～～

��������������������������������������������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������同じく 幸町会館内に開設同じく 幸町会館内に開設同じく 幸町会館内に開設同同じじくく 幸幸町町会会館館内内にに開開設設

平成１６年１月１日現在

人 口 ２６３，３１３人
男 １２５，５９９人
女 １３７，７１４人

世帯数 １０６，５８７世帯
面 積 １９１．２３�

No.６７９

●徳島市の広報番組

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『こんにちは徳島市です』（ケーブルテレビ徳島）毎日４回週替わりで放送

幸幸町町会会館館（（旧旧保保健健セセンンタターー））にに
市
民
活
力
開
発
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す

る
幸
町
会
館

設開をータンセ発開力活民市

地
方
分
権
化
や
財
政
状
況
の
悪
化
な
ど
地
方
を
取
り
巻
く
情
勢

が
変
化
す
る
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
徳
島
市
は
、
「
市
民
協
働
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
市
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
は
、
「
市
民
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
を
進
め
る
た
め
の
基
本
指
針
」
を
策
定
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
を
核
と
し
た
市
民
協
働
の
方
向
性
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
市
民
活
動
の
支
援
拠
点
施

設
「
市
民
活
力
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

「「
協協
働働
」」
でで
よよ
りり
豊豊
かか
なな
地地
域域
社社
会会
をを
築築
くく

官
・
民
の
特
性
を
生
か
し

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

少
子
高
齢
社
会
、
環
境
問
題
、

急
速
な
Ｉ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

化
な
ど
を
背
景
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
は
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
公
平
の
観
点

か
ら
画
一
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
行
政
と
、
地

域
に
密
着
し
た
き
め
こ
ま
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
地
域
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、市
内
に
は
３６（
申
請
中

含
む
）の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、福
祉
、

環
境
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
幅
広

い
分
野
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

は
じ
め
と
し
た
市
民
活
動
団
体

は
、
そ
れ
ぞ
れ
人
材
不
足
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
、
資
金
調
達

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
こ
う
し
た
問
題
を

解
決
し
、
活
動
能
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
、
地
域
社
会
に
活

力
を
も
た
ら
し
、
豊
か
な
徳
島

市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
営
利
を
目
的
と

せ
ず
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
民

間
団
体
。
そ
の
う
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
は
、
県
知
事
や
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
認
証
を
受
け
た
団
体
。

ＪＲ徳島駅

国道１９２号

文化 ●
センター

徳島中央●
郵便局

徳島市役所 ●
中央公民館

●

●
税務署

幸町公園

徳島 ●
東警察署●

内町幼稚園
市民活力
開発センター

市市
民民
活活
力力
開開
発発
セセ
ンン
タタ
ーー
とと
はは

１８
日
幸
町
に
オ
ー
プ
ン

１
月
１８
日
�
、
幸
町
会
館
１

階
（
左
上
地
図
参
照
）
に
「
市

民
活
力
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
活

動
を
促
進
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

行
政
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

管
理
運
営

同
セ
ン
タ
ー
は
、
市
が
設
置

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
未
来

共
社
が
運
営
す
る
「
公
設
民
営

方
式
」
を
と
り
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
た
め
の
施
設
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
自
身
が
管
理
運
営
す
る
こ

と
で
、
よ
り
柔
軟
で
効
果
的
な

運
営
・
支
援
が
期
待
で
き
ま
す
。

市
民
活
動
の
活
性
化
を

支
援
し
ま
す

■
情
報
の
収
集
・
提
供

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
の
市
民
活
動
に

関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
を

行
い
ま
す
。

■
相
談

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
、
組
織
運

営
な
ど
、
活
動
団
体
の
課
題
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
講
座

人
材
育
成
の
た
め
、
市
民
や
、

活
動
団
体
を
対
象
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
講
座
や
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
交
流

活
動
の
向
上
・
発
展
の
た
め
、

異
な
っ
た
分
野
の
団
体
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
お
手
伝

い
し
ま
す
。

■
活
動
の
場
の
提
供

グ
ル
ー
プ
の
打
ち
合
わ
せ
や

交
流
の
場
と
し
て
、会
議
室（
収

容
人
数
２０
人
程
度
）
を
設
け
て

い
ま
す
。

▽
利
用
時
間＝

開
館
時
間
と

同
じ
。
た
だ
し
、
１
日
１
回
２

時
間
以
内
。
▽
利
用
料＝

無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
も
お
使
い
い

た
だ
け
ま
す
。

◇

◇

◇

﹇
場
所
﹈
幸
町
３
丁
目
７１
番
地

の
１
（
幸
町
会
館
１
階
）

﹇
延
べ
床
面
積
﹈
８４
・
９７
平
方
㍍

﹇
開
館
時
間
﹈
▽
火
〜
土
曜
日

＝

１０
時
〜
２１
時
▽
日
・
祝
日＝

１０
時
〜
１８
時

﹇
休
館
日
﹈
毎
週
月
曜
日
（
祝

日
に
あ
た
る
場
合
は
そ
の
翌

日
）、１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日

﹇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹈http://w

w
w
.

tk2.nm
t.ne.jp/

〜nposhim
in/

﹇
電
話
﹈（
６
１
１
）３
８
８
６

これからのまち
づくりのあるべき
姿は、NPOがさま
ざまな公益活動に
大きく市民を巻き
込み、市と「協働」

して取り組んでいくことです。
そのためには、まずはNPO自身が

しっかりと育たなければなりません。
市民活力開発センターでは、NPO

活動の支援やネットワーク化を図る
とともに、行政とのパイプ役を担い
ます。
民間であるNPO法人が運営してい

くわけですから、活発に行動する支
援センターにしていきたいと考えて
います。
さまざまな分野のNPOが交流を深

め、信頼関係のあるネットワークを
築くことで、「市民主導・行政参加」の
まちづくりを目指したいですね。

NNNPPPOOOこここそそそ
地地地域域域づづづくくくりりりののの担担担いいい手手手

NPO法人・市民未来共社

代表理事 中村 英雄さん

記念講演会を開催

「「「「「「「「「「「「「「「「NNNNNNNNNNNNNNNNPPPPPPPPPPPPPPPPOOOOOOOOOOOOOOOOのののののののののののののののの課課課課課課課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題題題題題題題とととととととととととととととと
支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーのののののののののののののののの役役役役役役役役役役役役役役役役割割割割割割割割割割割割割割割割」」」」」」」」」」」」」」」」

［講師］田尻 佳史さん（NPO法人日本
NPOセンター事務局長）
［とき］１月２４日� １４：００～１６：００
［ところ］自治会館（幸町３丁目）
７階「鳳（おおとり）の間」
［対象］市内のNPO関係者、NPO活動に
関心のある市民
［定員］６０人（先着順）
［参加費］無料
［申し込み先］市民活力開発センター
（�６１１－３８８６ �６２４－３８６０ メール
アドレス nposhimin@fm.nmt.ne.jp）
へ。

市民活力開発センター

支援相談

①NPO法人
②市民活動団体
③NPOを目指す
市民・グループ

徳島市
協働

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
市
民
協

働
課
�（
６
２
１
）５
５
１
０

１月１５日�、幸町会館２階に内町コ
ミュニティセンターを開設します。
集会室・ラウンジ・調理室・会議室

・和室があり、多目的な地域活動にご
利用いただけます。

［問い合わせ先］内町コミュニティセンター（�６２３－２３４７）

内内町町ココミミュュニニ
テティィセセンンタターー
〈2階〉

市
政
の
目
的
は
「
市
民
の

皆
さ
ま
の
幸
福
の
確
保
」
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら

も
、
常
に
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
や
ご
要
望
を
的
確
に

掌
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

し
、
施
策
や
事
業
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
「
共
に
考
え
、

共
に
歩
む
」
と
い
う
姿
勢
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
ま
ち
づ
く
り

に
あ
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
行
政
が
よ
り
よ
い
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
っ
て
「
協
働
」

で
進
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
た
び
「
市
民
活
力
開

発
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま

す
が
、
市
民
活
動
の
支
援
拠

点
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

セセ
ンン
タタ
ーー
をを
開開
設設
しし

協協
働働
をを
ささ
らら
にに
推推
進進

徳島市長
小池 正勝

１月８日から、幸町会館６階に内町
児童館を開設しています。
子どもたちの遊び場としてはもちろ

ん、乳幼児と保護者の皆さんの交流の
場としてお気軽にご利用ください。

［問い合わせ先］内町児童館（�６１１－１１７０）

内内 町町
児児 童童 館館
〈6階〉

徳島市は「子育て支援都市宣言」を行い、子どもと子育てに優しいまちを目指します。

月１５日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

12004

１／２４
�

１月１８日�



第６７９号 平成１６年１月１５日 （２）

音音音音音音音音音音音音音音
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
・・・・・・・・・・・・・・
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸
術術術術術術術術術術術術術術
ホホホホホホホホホホホホホホ
ーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルル
のののののののののののののの
ささささささささささささささ
まままままままままままままま
ざざざざざざざざざざざざざざ
まままままままままままままま
なななななななななななななな
課課課課課課課課課課課課課課
題題題題題題題題題題題題題題
にににににににににににににに

推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進
検検検検検検検検検検検検検検
討討討討討討討討討討討討討討
市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民
会会会会会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議議議議議
がががががががががががががが
取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組
んんんんんんんんんんんんんん
でででででででででででででで
いいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすす

徳
島
市
で
は
、
音
楽
・
芸
術

ホ
ー
ル
建
設
事
業
を
円
滑
か
つ

効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
、
昨

年
１１
月
に
「
音
楽
・
芸
術
ホ
ー

ル
推
進
検
討
市
民
会
議
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

市
民
会
議
の
委
員
は
、
専
門

者
委
員
６
人
と
市
民
公
募
委
員

４
人
で
構
成
さ
れ
、
１
年
の
任

期
で
、
す
で
に
２
回
の
会
議
を

開
催
。
音
楽
・
芸
術
ホ
ー
ル
が

文
化
振
興
に
果
た
す
役
割
や
ホ

ー
ル
建
設
推
進
の
た
め
の
課
題
、

工
夫
す
べ
き
こ
と
な
ど
の
調
査

・
検
討
を
行
い
、
市
に
提
言
し

ま
す
。

会会
議議
をを
原原
則則
公公
開開
＆＆
意意
見見

をを
おお
聞聞
きき
しし
まま
すす

こ
の
市
民
会
議
に
お
き
ま
し

て
は
、
音
楽
・
芸
術
ホ
ー
ル
建

設
事
業
に
関
し
て
、
一
人
で
も

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
考
え
か
ら
、
会
議
を
原
則
公

開
と
し
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
・
芸
術
ホ
ー
ル

推
進
検
討
市
民
会
議
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
、
会
議
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第第
３３
回回
市市
民民
会会
議議
をを

傍傍
聴聴
でで
きき
まま
すす

﹇
と
き
﹈
１
月
２１
日
�
１３
時
３０

分
〜
１５
時
３０
分

﹇
と
こ
ろ
﹈
市
役
所
１３
階
第
１

研
修
室

﹇
定
員
﹈
１０
人
程
度（
先
着
順
）

資資
料料
・・
会会
議議
録録
をを

閲閲
覧覧
でで
きき
まま
すす

第
１
回
、
第
２
回
市
民
会
議

の
会
議
資
料
と
議
事
録
を
公
開

し
ま
す
。

﹇
と
こ
ろ
﹈
文
化
振
興
課
（
市

役
所
９
階
）、情
報
公
開
総
合
窓

口
（
市
役
所
１０
階
）、シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
３
階
ア
ニ
メ
ポ
ケ
ッ

ト
（
元
町
１

１０
時
〜
１８
時

火
曜
日
は
休
館
）

※
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
は
１
面
タ
イ
ト
ル

内
に
記
載
）
に
も
議
事
録
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

ごご
意意
見見
をを
おお
寄寄
せせ
くく
だだ
ささ
いい

文
化
振
興
課
、
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
用
紙
に

ご
記
入
い
た
だ
く
か
、
メ
ー
ル

（koho@
city.tokushim

a.
tokushim

a.jp

）
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
意
見
に
対
す
る
回

答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

音
楽
・
芸
術
ホ
ー
ル
の
建
設
予
定
地

を
見
学
。

第１回（平成１５年１１月５日開催）

◆音楽・芸術ホールの経緯
◆音楽・芸術ホール基本構想・基本計画策
定委員会からの「提言」の概要について

◆公共ホールの整備状況
◆鳴門市文化会館について（施設見学）
◆建設予定地見学

第２回（平成１５年１２月３日開催）

◆提言書（平成９年３月）の課題について
◆アンケート結果からの需要推計について
◆現在の市立文化センター・県郷土文化会
館の利用状況について

音音楽楽・・芸芸術術ホホーールル推推進進検検討討市市民民会会議議
検検 討討 事事 項項

第
２
回
市
民
会
議
で
は
提
言
書
の
課

題
を
検
討
。

介護保険介
護
保
険
で
は
、
同
一
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
が
、
１
カ

月
に
利
用
し
た
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
負
担
額
を
合
算
し
た
金

額
が
利
用
者
負
担
額
上
限
（
左

表
参
照
）
を
超
え
た
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
「
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
」が
支
給
さ
れ
ま
す（
支

給
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

人
に
は
、
勧
奨
通
知
〈
お
知
ら

せ
文
と
申
請
書
〉
を
送
付
し
ま

す
）。この

サ
ー
ビ
ス
費
の
申
請
方

法
が
本
年
１
月
か
ら
、
変
わ
り

ま
し
た
。
変
更
点
は
次
の
５
点

で
す
。

①
郵
送
に
よ
る
申
請
の
受
付
を

始
め
ま
し
た
。

②
領
収
書
の
添
付
が
、
原
則
、

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
社
会
福
祉
法
人
等

利
用
者
負
担
軽
減
事
業
を
受
け

て
い
る
人
な
ど
は
、
従
来
ど
お

り
領
収
書
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
勧
奨
通
知
に
同

封
し
て
い
る
説
明
文
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

③
被
保
険
者
証
の
添
付
が
不
要

と
な
り
ま
し
た
。

④
締
め
日
が
毎
月
２５
日
（
２５
日

が
閉
庁
日
の
場
合
は
直
前
の
開

庁
日
）
に
な
り
ま
し
た
。

締
め
日
ま
で
に
受
理
し
た
申

請
分
を
翌
月
未
（
１１
月
２５
日
締

め
分
は
１
月
始
め
）
に
振
り
込

み
ま
す
。
今
月
の
締
め
日
は
、

１
月
２３
日
で
す
。

⑤
申
請
者
以
外
の
人
（
配
偶
者

や
子
な
ど
）
の
名
義
の
預
金
口

座
に
振
り
込
む
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

※
平
成
１５
年
１２
月
以
前
に
送

付
し
た
申
請
書
で
申
請
す
る
場

合
も
同
様
の
手
続
き
と
な
り
ま

す
。

利用者負担額上限表

高高
額額
介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス
費費
のの

申申
請請
方方
法法
がが
変変
わわ
りり
まま
しし
たた

１カ月に１４日を限度とし
て週３日まで。実施保育園
は右表のとおり。
※４月に開園予定の「め
だか保育園」でも一時的保
育を実施します。
［対象］市内に在住し、住民
基本台帳に登録または外国
人登録している家庭で�保
護者の仕事や家庭の事情な
どで一時的に保育に欠ける
�平成１６年４月１日現在、
小学校就学前である―児童。
ただし、幼稚園児は除きま
す。
［保育時間］８：３０～１７：００
［保育料］１日１，８００円
［申し込み］２月２日�～
２８日�に各保育園へ
［問い合わせ先］各保育園、
保育課（�６２１－５１９３）

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育のののののののののののののののののののの新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所平成１６年度

申し込みを
受け付けます

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
文
化
振

興
課
�（
６
２
１
）５
１
７
８

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
介
護
保

険
課
給
付
係
�
（
６
２
１
）

５
５
８
５

［対象］市内在住の１５歳以上で、学校や

職場で結核検診を受ける機会のない人
（昨年７月～１０月に市が実施した「肺が
ん検診」を受診した人を除く）。直接会場

へお越しください。
［検査内容］胸部レント
ゲン間接撮影
［自己負担金］無料
［問い合わせ先］保健セ
ンター（�６５６－０５３０）

結結核核検検診診をを受受けけままししょょうう

◆樹氷の御在所岳と湯ノ山温泉
２月３日�～４日�〈１泊２日〉
２６，５００円（５食付き）
◆石切神社・住吉大社と今宮えびす
２月７日�〈日帰り〉
７，８００円（昼食付き）
◆冬の白川郷・五箇山合掌と庄川温泉
２月８日�～９日�〈１泊２日〉
２６，８００円（５食付き）
◆冬の越前と雪づりの兼六園〈１泊２日〉
２月１６日�～１７日�・２月２２日�～２３
日�・３月２日�～３日�
２４，８００円（５食付き）
◆早春の伊豆半島巡り
３月７日�～９日�〈２泊３日〉
４８，５００円（８食付き）

問 市バス観光係（�６５２－２１３３）

［譲ります］（品名、経過年数、価格）
�ベビーカー（B型）、不明、３，０００円�ジ
ューサー、２回、無償�エアロサイクル、
不明、２，０００円�ベッド（ダブル）、６カ月、
無償�温室用石油ストーブ、１年、無償�
ベビーバス、６年前購入、５００円�電気ス
トーブ、６年、５００円�ヒーター、不明、
無償�籐のいす、数回、１，０００円�電動ウ
オーカー、２週間、５，０００円
［譲ってください］三味線、長火鉢、一輪
車（１２インチ）

申 はがきに希望の品（１品目）・住所・
名前・電話番号を記入し、１月２０日�まで
に消費生活センター（〒７７０－０８３４元町１）
へ。同２１日�に抽選し、当選者に連絡しま
す。

問 徳島市消費生活センター�６２５－２３２６
（火曜日・祝日は休み）

市バス 旅への誘い不用品活用

平成１６年１月１日現
在で、徳島市内に償却
資産を持っている個人
や法人は、２月２日ま
でに資産税課へ申告し
てください。
申告が必要な償却資
産は、土地・家屋以外
の右表に例示したよう
な事業用の有形固定資
産です。
［問い合わせ先］
資産税課償却資産係
（�６２１－５０７４）

償償却却資資産産のの申申告告はは２２月月２２日日ままでで

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。

有 形 固 定 資 産 の 例

門、塀、橋、貯水池、独立煙突、広告塔、その他土地に
定着した土木施設などで家屋と区別されるもの

ネオンサイン、スポットライト、発電機、アーケードな
ど（家屋として評価されるものを除く）など

金属加工機械、印刷機械、食品加工製造機械、冷暖房用
機器、その他物品の製造加工などに使用する機械・装置

客船、貨物船、油そう船、漁船、砂利採取船など

飛行機、ヘリコプター、グライダーなど

構内運搬車、特殊自動車など（自動車税および軽自動車
税の対象は除く）

机、いす、音響機器、医療機器、ガス器具、OA機器、
各種自動販売機、金庫、電化製品など

種 類

構築物

建物附
属設備

機械および
装 置

船 舶

航 空 機

車両および
運 搬 具

工具・器具
および備品

構

築

物

対 象 年 齢

０～２歳前半

１歳後半～

０～２歳前半

１歳後半～

２歳～

１歳～

１歳後半～

１歳後半～

１歳後半～

１歳後半～

１歳後半～

１歳～

１歳～

１歳～

１歳～

１歳後半～

１歳後半～

１歳～

１歳～

定 員

各曜日３人程度

〃 １５人程度

〃 ３人程度

〃 １０人程度

〃 １５人程度

〃 １５人程度

〃 １５人程度

〃 １５人程度

〃 ２０人程度

〃 １５人程度

〃 １５人程度

〃 ４人程度

〃 ２０人程度

〃 ６人程度

〃 １５人程度

〃 １５人程度

〃 １５人程度

〃 ６人程度

〃 １５人程度

電話番号

６２２‐８５８７

６２２‐６３８３

６２５‐８６７６

６５４‐７５２１

６２５‐７５２４

６３１‐３０８３

６３１‐７２８９

６３２‐０６５４

６６８‐２１１５

６６５‐３５６１

６６５‐１５１０

６５３‐７５４５

６６３‐２４３５

６６３‐０３６０

６２６‐１９１１

６２６‐３２３２

６３２‐２３３３

６６５‐７７６８

６６４‐４８８８

所 在 地

福島１丁目

北出来島町１丁目

南前川町３丁目

南佐古三番町

住吉２丁目

名東町１丁目

北矢三２丁目

中島田町３丁目

八万町大坪

川内町大松

川内町下別宮西

住吉１丁目

大原町中須

大原町中須

中吉野町１丁目

中昭和町４丁目

北田宮２丁目

川内町鶴島

北沖洲３丁目

保 育 園 名

阿波国慈恵院

出 来 島

前 川 乳 児

南 佐 古

さ く ら

若 松

青 葉

島 田

ひ ま わ り

く る み

川内南アコール

わ か ば

大 原

あ ゆ み

助 任

育 英

青 嵐

川内わかば

め だ か

利用者負担額上限

１５，０００円

２４，６００円

３７，２００円

課税状況など

市民税が課税されていない世
帯の老齢福祉年金受給者など

市民税が課税されていない世
帯の人など

上記以外

１５：００～
１５：３０

加茂コミセン

佐古コミセン

ふれあい健康館１５：３０まで

１４：００～
１４：３０

渭北コミセン

JA加茂名支所

１３：００～
１３：３０

津田コミセン

南井上コミセン

沖洲コミセン

１１：００～
１１：３０

ふれあい健康館

応神コミセン

勝占中部コミセン

１０：００～
１０：３０

入田コミセン

川内町民会館

多家良コミセン

１月２６日�

１月２７日�

１月３０日�



３ 月

２日�

３日�

４日�～５日�
１０日�～１１日�
１５日�～１６日�
２３日�～２４日�

９日�・１７日�

１２日�・２２日�

※のコースは、パソコンの基本操作ができる人に限る

２ 月

３日�

４日�

５日�～６日�
１２日�～１３日�
１８日�～１９日�
２４日�～２５日�

１０日�・２０日�

１７日�・２３日�

コ ー ス

パソコン講習
（１日コース）

インターネット講習
※（１日コース）

ホームページ講習
※（２日コース）

イメージ講習
※（１日コース）

表計算講習
※（１日コース）

内 容

福祉理念・サービス提供の基本視点

寝たきりの方の介護
片麻痺のある方の介護

接遇と痴呆老人の理解

病人食の献立づくり

調理実習

家庭でできる簡単ストレッチ・体操

日 時

１／２７�１３：３０～１６：３０

１／２８�１０：００～１２：００
１３：００～１５：００

１／２９�１０：００～１５：００

２／１６�１３：３０～１６：３０

２／１７� ９：３０～１４：００

２／１８�１０：００～１５：００

（３） 平成１６年１月１５日 第６７９号

募 集

健康づくり学習会「ヘルスアップ大作戦」
１月２３日�・２月２５日�のいずれか。時
間は１３：３０～１５：００。保健センター（沖浜
東２ ふれあい健康館３階）で。対象：市
内在住の３０・４０・５０歳代の人。内容：「カ
ラダ簡単チェック」「健診で�得」「食事の�得工
夫」など。定員：各日先着３０人程度。受講
は無料。団体（５人以上）での申し込みも
可（ただし、別日程で調整）。
申 電話で保健センター（�６５６－０５３０）へ。

食生活ダイエット相談
対象：４０歳以上の市民。保健センター栄
養相談室（ふれあい健康館２階）で。�２
月４日�＝コンピューターによる食生活診
断�２月１８日�＝個別相談。いずれも１３：
００～１７：００。１人１時間。定員：各日先着
４人。両日でも１日だけでも可。また、３
人までのグループでも可。
申 電話で保健センター（�６５６－０５３１）へ。

SOHO（在宅就労）支援講習会
対象：市内在住で、SOHO環境でのビジ
ネスや就労を予定または希望する人。
ニューメディア徳島（福島１ 木工会館）で。
時間はいずれも９：３０～１６：３０。定員：各
コース先着１０人。受講は無料。

申 １月１６日�以降の９：００～１７：４５に電
話でニューメディア徳島（�６５６－５４９７）へ。
問 商工労政課（�６２１－５２２５）

マルチメディア利用普及教室
シビックセンター３階マルチメディアコ
ーナーで。定員：各クラス１０人（応募多数
の場合は抽選）。
①ホームページ作成教室
対象：小学５年生以上である程度パソコ
ン操作ができる人。�Ａクラス（水曜）＝２
月１１日・１８日・２５日１０：００～１３：００�Ｂク
ラス（木曜）＝２月１２日・１９日・２６日１８：００
～２１：００�Ｃクラス（金曜）＝２月１３日・２０
日・２７日１０：００～１３：００。受講料４，５００円。
②６０歳から始めるパソコン入門
対象：６０歳以上のパソコン初心者。�Ａ

クラス＝２月２日�・４日�１０：００～１２：
００�Ｂクラス＝２月２日�・４日�１３：３０
～１５：３０。受講料２，０００円。
③６０歳から始めるe-mailとインターネット
入門
対象：６０歳以上で②の受講生か日本語入
力などができる人。Ａクラス＝２月５日�
・６日�１０：００～１２：００。受講料２，０００円。
申 １０：００～１８：００に電話または直接徳島
市文化振興公社（シビックセンター５階�
６２６－０４０８）へ。

ガラス製誕生記念品の制作
１月２５日	９：００～１２：００。徳島ガラス
スタジオ（勝占町中須）で。足型は３カ月
児、手型は１歳児くらいから。先着１０人。
１個４，０００～５，０００円。
申 １０：００～１７：００に、電話で徳島ガラス
スタジオ（�６６９－１１９５）へ。

ガラス工芸体験観光
２月１日	。徳島ガラススタジオ（勝占
町中須）で。�吹きガラス体験＝９：３０～
１１：４５。対象：高校生以上。体験料２，５００
円。１月２０日�１０：００から電話受け付け。
定員：先着６人。�サンドブラスト体験＝
１３：００～１７：００。体験料１，０００～１，５００円。
当日受け付け（１５：００まで）。
申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）

徳島学遊塾
ボランティアと希望講座
いつでも・どこでも・だれでも学ぶこと
ができ、そして教えることもできる生涯学
習の場・徳島学遊塾運動の講座の企画・運
営などを行うボランティアを募集。
また、開いてほしい講座内容を募集中。
あなたのアイデアを魅力あるゼミナールづ
くりに生かします。
申 学遊塾運営センター（�６５７－０１９４）

介護（福祉・家事援助）講習会
対象：市内在住のおおむね６０歳以上の人。
定員：先着３５人。受講は無料。

申 シルバー人材センター（�６５３－６３０３）

都市デザインセミナー
「まちなみから地域を元気に」
１月３１日
１８：００～２０：３０。ホテル千秋
閣（幸町３）７階鳳で。内容：講演「都市
を元気にする景観」（講師は東京工業大学名

誉教授・中村良夫さん）、調査報告「徳島市
景観形成５地域の現在」、ディスカッション。
入場は無料。
申 都市デザイン室（�６２１－５２４９）

催 し

フェスティバルあい
１月２４日
１３：００～１６：００。シビックセ
ンター４階ホールで。テーマ：ひとりひと
りが輝くために～自分らしく生きています
か～。�基調講演「見つめ合い、認め合い、
そして自分らしく」（講師：メンズセンター
運営委員長・中村彰さん）�パネルディス
カッション「ホンネで語る『私の男女共同
参画』」。参加は無料。
託児（１歳～小学校入学前）あり。要予約。

問 徳島市女性センター（�６２４－２６１１）

第４５回徳島市高齢者大学
１月２０日�１０：００から県郷土文化会館１
階ホールで。講演「いきいき高齢者の健康
づくり」。講師：徳島大学総合科学部助教授
・三浦哉さん。受講は無料。希望者は直接
会場へ。
問 ながいき課（�６２１－５１７６）

藍の国からのメッセージ
１月２１日�～２月２０日�９：３０～１７：００
（火曜は休み）。徳島工芸村（山城町 アス
ティとくしま内）１階ギャラリーで。東京
の第７回繊維総合見本市「ジャパンクリエ
ーション２００４」に出展した藍染・しじら織
の新商品を展示。入場は無料。
問 商工労政課（�６２１－５２２５）、�徳島市
地場産業振興協会（�６２６－２４５３）

第３２回徳島市芸術祭「美術展」
１月２８日�～２月２日�９：００～１７：００
（最終日は１６：００まで）。県郷土文化会館３
階で。日本画・洋画・彫刻・美術工芸・書
道・写真・デザインを展示。入場は無料。
問 徳島市文化協会事務局（文化振興課内
�６２１－５１７８）

ガラス工芸ミニワークショップ
１月１８日	１３：３０～１６：３０。シビックセ
ンター３階ロビーで。節分の豆まき小皿を
制作。対象：小学生以上。材料費７００円。
問 徳島市文化振興公社（�６２６－０４０８）

オーケストラのリハーサル体験
１月１７日
１５：００～１６：３０。市文化セン
ターで。対象：小・中学生。徳島交響楽団
の「ニューイヤーコンサート」前日のリハ
ーサルを公開。入場は無料。
問 徳島交響楽団事務局（�６６５－６６７８）、
社会教育課（�６２１－５４１７）

新年フェスティバル
～みんなで楽しく遊ぼう～
１月１８日	１３：００～１６：００。ふれあい健

康館（沖浜東２）１階きっかけ空間で。お
手玉・おはじき・こまなど昔の遊び。ぜん
ざい（１杯１００円）あり。
問 ふれあい健康館ボランティア係（�６５７
－０１９０）

お 知 ら せ

国保料の納付にご協力を
徳島市では、１月を「国保料収納率向上
特別対策月間」とし、保険料の未納世帯に
対して日曜特別徴収や夜間個別訪問、電話
催告などを実施。
やむを得ない事情で納付が遅れている場
合は、相談にお越しください。
問 保険年金課（�６２１－５１５７、５１６４）

建設工事などの
登録申請を受け付け
２月２日�～１６日�、監理課（市役所５
階）で受け付け。
対象：県内に主たる営業所（本社）があ
る①建設工事業者②建設コンサルタント業
者③用地取得に係る業務を行う人（司法書
士・土地家屋調査士・不動産鑑定士・補償
コンサルタント業者）で、競争入札に参加
希望の人。有効期間：６月１日～平成１７年
５月３１日。
ただし、②③については既に登録してい
る人は申請の必要はありません。
問 監理課（�６２１－５３２６）

水道局の委託を装った
訪問者にご注意を
水道局では、配水管の清掃サービスや浄
水器など水道用器具の販売、電話によるア
ンケートは行っていません。また、特別な
要請がない限り立ち入り検査は行っていま
せん。十分にご注意ください。
なお、水道管は通常の使用では、洗浄の
必要はありませんので、安心してお使いく
ださい。
問 水道局（�６２３－１１８７）

徳島東部都市計画区域
区域区分の見直し（原案）への意見を募集
徳島県がまとめた、東部都市計画区域の
市街化区域と市街化調整区域の区分（線引
き）の見直し（原案）についての意見を募
集。詳しくは徳島県ホームページをご覧く
ださい。
問 徳島県都市計画課（�６２１－２５６５）、徳
島市都市計画課（�６２１－５４９３）

検察審査会制度をご存じですか？
検察審査会制度は、検察官が被疑者（犯
人と思われる人）を裁判にかけなかったこ
と（不起訴処分）の善しあしを国民から選
ばれた検察審査員が審査する制度です。申
し立ては無料で、秘密は固く守られます。
問 徳島検察審査会事務局（�６５２－３１４１）、
市選挙管理委員会（�６２１－５３７３）

INFORMATION

平成１６年度に雇用する臨時保育士と臨時幼稚園教
員の採用試験を、２月８日	に実施します。
［申し込み］所定の用紙で１月１９日�～３０日�に各
担当課へ。郵送の場合は書留で（１月３０日当日消印
有効）。なお、申込用紙は、市役所１階案内と各担当
課にあります。郵便で請求する場合は、封筒の表に
「臨時保育士請求」または「臨時幼稚園教員請求」
と朱書し、返信用封筒（１２０円切手を貼った角形２
号）を同封してください。
【臨時保育士】［会場］市役所１３階大会議室
［受験資格］都道府県知事に対して保育士登録手続
きを行っている人か、平成１６年３月３１日までに登録
手続きができる人［試験内容］小論文・面接
［問い合わせ先］保育課（�６２１―５１９５）
【臨時幼稚園教員】［会場］徳島市中央公民館７階
［受験資格］昭和４９年４月２日～同５９年４月１日生
まれで、幼稚園教諭免許状を持つか、平成１６年３月
３１日までに取得見込みの人［試験内容］小論文・面接
［問い合わせ先］学校教育課（�６２１―５４１３）

所得基準月額（２００，０００円以下。高齢者・障害者世帯は別基
準）があります。なお、家賃は所得などにより決定します。
［申し込み］２月３日�・４日�８：３０～１７：００、市役所４階４０１
会議室で受け付けます。入居申込書、所得の証明書、住民票な
どが必要です。２月６日�１０：００から同会議室で抽選します。

［問い合わせ先］住宅課（�６２１－５２８６）

受受講講生生募募集集とくしま植物園 緑緑のの相相談談所所 市市営営住住宅宅のの入入居居者者をを募募集集 保保 育育 士士・・幼幼 稚稚 園園 教教 員員 のの
臨臨 時時 職職 員員 採採 用用 試試 験験

園芸教室（冬コース）
［日時・内容］右表のとおり
［講師］生田誠治さん
［定員］２５人
［参加費］３，０００円（３回分）

フラワーアレンジメント教室（冬コース）
［日時・内容］右表のとおり
［講師］古賀好恵さん
［定員］２０人
［参加費］６，０００円（３回分）

［対象］市内在住または在勤の人
［申し込み］往復はがきに、希望の教室・住所・名前
・年齢・電話番号・返信あて名を記入し、１月２９日�
（必着）までにとくしま植物園緑の相談所（〒７７１－
４２６７ 渋野町入道４５－１ �６３６－３１３１）へ。いずれも
応募多数の場合は抽選。

凡例：申 は申し込み先 問 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。

内 容
いやし系植物の寄せ植え
バラの剪定（せんてい）
花を咲かせる洋ランづくり

時間はいずれも１０：３０～１２：３０

開催日
２／４�
２／１１�
２／１８�

内 容
バレンタインハートリース
ウェディングブーケ
球根アレンジメント

時間はいずれも１３：００～１５：００

開催日
２／６�
２／２０�
３／５�

家 賃

７，４００～１２，３００

８，８００～１４，５００

２９，０００～４８，０００

３４，４００～５７，０００

２５，７００～４２，６００

１８，４００～３０，４００

１７，４００～２８，８００

１９，３００～３２，０００

２０，８００～３４，５００

２０，６００～３４，２００

８，４００～１３，９００

いずれも公営住宅 は単身申し込みも可（ただし条件あり）。

間取り（畳）

６×６×４．５DK

６×６×４．５DK

６×６×８．３DK

６．７×６×５．１×１０．７LDK

６×６×４．５×６．５DK

６×４．５×４．５DK

８×６×４．５DK

６×６×１０．５×４DK

６×６×１０．５×７．５DK

６×６×３．２K

５×３×４K

階

４

５

４

５

２

３

４

３

２

１

１・２

建設年度

Ｓ４２

Ｓ４５

Ｈ９

Ｈ９

Ｓ６２

Ｓ６３

Ｓ５９

Ｓ５７

Ｓ５８

Ｈ１３

Ｓ４３

場 所

末広４‐８‐２２

末広４‐９‐１９

末広４‐１０‐１９

末広４‐１０‐１９

城東町１‐５‐８

城東町１‐３‐４５

城東町２‐４‐３３

中島田町３‐７９‐４

中島田町３‐７９‐４

名東町３‐４４９‐２

国府町西矢野６９６‐１

住 宅 名

末広９棟

末広１３棟

末広１９棟

末広１９棟

城東４棟

城東５棟

住吉東３棟

中島田２棟

中島田４棟

名東３丁目１７棟

国分寺
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第６７９号 平成１６年１月１５日 （４）

■
新
成
人
に
期
待
し
ま
す

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
、
市
内
各
地
で

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
、
で
き
る
か
ぎ
り
出

席
し
お
慶
び
と
激
励
の
言
葉

を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
お

目
に
か
か
れ
な
か
っ
た
方
々

に
は
、
あ
ら
た
め
て
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
、

市
内
で
は
３
５
５
４
人
が
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
熱
い

心
と
強
い
思
い

に
よ
っ
て
、
ま

ち
が
築
か
れ
ま

す
。
ど
う
ぞ
、

成
人
と
な
ら
れ

た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個

性
あ
る
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

こ
れ
か
ら
の
徳
島
市
を
担
い
、

新
し
い
歴
史
を
刻
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
強
く
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

■
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応

人
口
推
計
に
よ
り
ま
す
と
、

１０
年
後
の
平
成
２５
年
度
に
お
け

る
徳
島
市
の
新
成
人
は
お
よ
そ

２
５
０
０
人
で
、
本
年
と
比
べ

１
０
０
０
人
余
り
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
人
口
の
高
齢
化
が
進

み
、
平
成
２２
年
頃
に
は
４
人
に

１
人
が
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
と

な
り
少
子
化
、
高
齢
化
傾
向
が

ま
す
ま
す
顕
著
に
な
る
と
予
測

さ
れ
、
「
少
子
・
高
齢
社
会
へ

の
的
確
な
対
応
」
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
徳
島
市
で

は
、
児
童
福
祉
や
高
齢
者

福
祉
を
充
実
す
る
た
め
の

施
策
を
計
画
的
に
推
進
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
「
子

育
て
支
援
都
市
」
を
宣
言

し
、
地
域
社
会
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も

に
優
し
い
ま
ち
、
子
育
て

に
優
し
く
・
支
援
す
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
コ
ミ
セ
ン
の

建
設
に
と
も
な
う
児
童
館

の
併
設
や
保
育
所
の
充
実
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
に
よ
る
子
育
て
支
援

事
業
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
か
ら
体
系
的
に
事
業

を
進
め
る
よ
う
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
・
生
き
が
い

づ
く
り
を
目
標
と
し
た
「
高

齢
者
保
健
福
祉
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
高
齢
者
福
祉
施

策
も
計
画
的
に
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
新
年
度
の
予
算
編

成
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
徳
島
市
の
現
状
を
見
極

め
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
的

確
な
対
応
策
を
具
体
的
事
業

に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

徳
島
市
長

小

池

正

勝

１５日～２１日は「防災とボランティア週間」

か
ら

多
く
の
尊
い
生
命
と
貴
重
な

財
産
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
っ
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
ま
も

な
く
９
年
が
経
過
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
震
災
で
、

地
域
に
住
む
人
た
ち
が
互
い
に

助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
の
大
き
さ

な
ど
に
気
づ
か
さ
れ
、
防
災
や

支
援
の
あ
り
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

今
月
１５
日
か
ら
２１
日
ま
で
は

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
週
間
」

で
す
。
東
南
海
・
南
海
地
震
の

発
生
が
心
配
さ
れ
る
中
で
、
あ

ら
た
め
て
防
災
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
災
害
時
に
自
分
が
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
の
自
主
防
災
活
動
に
つ
い

て
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
自
主
防
災
組
織
の
結
成
で
地

域
の
防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う

大
規
模
地
震
が
起
こ
っ
た
場

合
、災
害
の
同
時
多
発
や
、道
路

や
橋
の
損
壊
に
よ
る
交
通
障
害

な
ど
で
、
行
政
や
防
災
関
係
機

関
だ
け
で
は
十
分
な
対
処
が
で

き
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
た
め
に
は
、
災
害
発
生
直

後
の
迅
速
で
的
確
な
自
主
防
災

活
動
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
た

め
に
、地
域
の
住
民
同
士
が「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
連
帯
意
識
を
持

ち
、
い
ざ
と
い
う
時
に
連
携
し

て
組
織
的
な
防
災
活
動
が
行
え

る
体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

現
在
、
市
内
に
は
災
害
発
生

時
の
情
報
収

集
や
伝
達
、

初
期
消
火
、

避
難
誘
導
、

救
出
・
救
護

な
ど
の
活
動

を
住
民
が
連

携
し
て
行
う

自
主
防
災
組

織
が
１
６
１

あ
り
、
２
万

２
８
１
９
世

帯
が
加
入
し

て
い
ま
す

（
平
成
１６
年

１
月
１
日
現
在
）。

未
結
成
の
地
域
に
は
消
防
職

員
や
促
進
員
が
出
向
き
、
積
極

的
に
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図

り
、
安
心
し
て
、
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
市
内
各
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

消
防
局
で
は
、
期
間
中
、
自

主
防
災
組
織
や
地
域
住
民
な
ど

を
対
象
に
、
災
害
図
上
訓
練
や

地
域
防
災
訓
練
、
小
・
中
学
校

教
職
員
を
対
象
と
し
た
救
命
講

習
会
、
地
域
防
災
無
線
を
活
用

し
た
災
害
情
報
通
信
訓
練
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
素

早
く
行
動
で
き
る
よ
う
、
普
段

か
ら
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
に

参
加
し
、
必
要
な
知
識
や
技
能

を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
住

民
同
士
の
意
思
の
疎
通
を
図
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市市
民民
防防
災災
研研
修修
会会
にに

ごご
参参
加加
くく
だだ
ささ
いい

防
災
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、

防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
民
防
災
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。
定
員
は
先
着
２
８

０
人
。
受
講
は
無
料
で
す
。

﹇
と
き
﹈
１
月
２５
日
�
１０
時
〜

１１
時
４０
分

﹇
と
こ
ろ
﹈
市
役
所
１３
階
大
会

議
室

﹇
内
容
﹈
講
演
「
南
海
地
震
、

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？
」

講
師‖

�
徳
島
県
建
築
士
事
務

所
協
会
理
事

福
井
一
博
さ
ん

※
講
演
終
了
後
、
住
宅
の
耐

震
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
相
談

を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
消

防
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

佐古地区で行われた自主防災訓練（昨年）

ことし元旦の成人式で新成人の皆さんと＝入田公民館

地域住民が団結し、災害に備える

南昭和町３・４・５丁目町内会自主防災会会長
四宮合偲（ごうじ）さん
ひとたび災害が発生すれ

ば、その直後から、やり直
しのきかない素早い行動が
求められます。わたしたち
の地域は、消防局からの呼
びかけもあり、昨年１０月に３２０世帯が参加し
て自主防災組織を結成しました。１回目の自
主防災訓練には地域の公園に約５０人が集い、
初期消火や避難誘導などの訓練を行いました。
被害を少なくするには、日頃からさまざま

な状況を考え、いざというときには団結して
的確に行動し、力を発揮することが大切だと
思います。そのためには、わたしたち市民一
人ひとりが地域の防災訓練などに参加し、防
災知識や対処法を学び、しっかりと体で覚え
なければなりません。
より多くの方に「備えあれば憂いなし」の

心構えと行動を身につける自主防災組織の結
成と参加を呼びかけたいと思います。

真剣な表情で訓練に臨む皆さん

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
消
防
局

防
災
対
策
室
�
（
６
５
６
）

１
１
９
９

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
﹈
消
防
局
予
防
課
�
（
６

５
６
）
１
１
９
３

スタンプカードを手に阿波おどり会館から眉山山頂や徳島城博物館までの市内を散策し、
３カ所以上で押印すれば郷土料理を試食することができます。

［期間］２月１日�～３月７日�
［対象］期間中、阿波おどり会館でセット入場券（ミュージ
アム・昼間のおどり公演・ロープウェイ）を購入した人
［スタンプの設置場所］阿波おどり会館、眉山ロープウェイ
山頂駅など９ヵ所
［選択できる郷土料理（試食場所）］※試食時間は、１０時～１７時
◆そば米雑炊（眉山山頂「レストハウス眉山」）
◆焼きもち（阿波おどり会館１階「あるでよ徳島」）
◆祖谷そば（阿波おどり会館５階「阿波の華」）

※このほか徳島城博物館への無料入館（ただし月曜日は休館）、くじ引きによる特産品のプ
レゼントなどの特典もあります。また、７カ所以上押印された人は、ペア宿泊券が当たるW
チャンスに応募できます。
［問い合わせ先］阿波おどり会館�６１１－１６１１、（URL）http : //www.awaodori－kaikan.jp

徳島城博物館ススタタンンププララリリーーでで郷郷土土料料理理をを味味わわおおうう！！

◆◆そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑炊炊炊炊炊炊炊炊炊炊炊炊炊炊炊炊炊炊炊炊をををををををををををををををををををを食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食べべべべべべべべべべべべべべべべべべべべててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみなななななななななななななななななななな～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい◆◆
阿 波
おどり
会 館 ◆投扇興大会

［とき］１月１８日�１３：００～１６：００
（当日１２：００～１２：４５に受け付け）
［対象］小学生以上

◆琴・尺八合同弾き初め会
［とき］１月２５日�１３：３０～１６：００
［出演］藤本玲箏曲スタジオの皆さ

んほか

郷土の味・そば米雑炊

［入館料］大人３００円、高校・大学生２００円、中学生以下無料
［問い合わせ先］徳島城博物館�６５６－２５２５

編集 広報広聴課 �（０８８）６２１－５０９１ �（０８８）６５５－９９９０ e-mail : koho@city. tokushima. tokushima. jp

ををりりくくづづちちままいい強強にに害害災災でで携携連連のの士士同同民民住住

市
長
室


